
カムチャッカ半島の火山
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火山

クリュチェフスカヤ火山

カムチャツカ半島付近では7月30日にM8.8の巨大地震が観測され
ましたが、カムチャッカ半島周辺では火山活動が活発になり、広
範囲に火山灰の影響が現在も出ています。カムチャッカ半島の東
側は多くの航空機が利用する重要な航空路です。 ③
気象庁に設置されている東京航空路火山灰情報センター（Tokyo 

VAAC）は、火山灰が航空機の運航に与える影響を監視・予測し、
関係機関に情報を提供する役割を担（にな）っています。
例えば8月9日9:00（日本時）にも火山灰情報が発表されています。文
章と図で実況・予測情報と衛星画像が提供されています。 ②④
カムチャッカ半島に関わる活発な活動をしている火山の一覧表

と地震震源地情報を整理しました。 ⑤⑥

東京火山灰注意センターから
2025-08-08 00:00Zに出された
火山灰情報
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カムチャッカ半島東部の航空機
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スミソニアン/USGS週間火山活動レポート
（2025年7月30日～8月5日）

拡散予測図 実況図 衛星画像
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2025-08-08
センチネル２
トゥルーカラ+赤外

2025-08-06  センチネル１ ３D

2025-08-04
センチネル２
近赤外

2025-08-06  センチネル１ ３D 2025-08-07  センチネル１ ３D

8月3日2：23～7：11の活動は強
烈であった。約500年ぶりの噴火。

2025-08-08 センチネル２
トゥルーカラ

縮尺10㎞ 縮尺500m 縮尺500m

8月2日～5日にかけて、弱
い熱異常が観測されている
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３つの火山を、センチネル１とセンチネル２で探りました。 ⑦～⑨-2
カムチャツカ半島には300以上の火山があり、そのうち29は活火山です。
時間をかけて他の火山も調べてみたいですね。

⑧ ⑨

噴煙

7月30日の津波の直後に噴火。
記録に残る最初の噴火は1697年

3つの火山

⑦-2 ⑧-2 ⑨-2

番号 位置情報 標高（m）

⑦ Klyuchevskoy クリュチェフスコイ 56.056,160.642 4,754

⑧ Krasheninnikov クラシェニンニコフ 54.596,160.27 1,816

⑨ Krimsky カリムスキー 54.049, 159.443 1,513

火山名

⑦

⑧

⑨

2025年8月9日

https://www.data.jma.go.jp/vaac/data/indexj.html
https://ds.data.jma.go.jp/vaac/data/vaac_listj.htm

